
・笑顔が多くなった

・室内遊びの幅が広がった

・各々の遊びや勉強に集中できる場になった

・トラブルやケンカが激減した

・自己決定、自己選択の幅が広がり、

過ごす場所、過ごし方が豊かになった

・室内にいるのが嫌だから、外へ行きたいという子がかなり減った

・大保育室（皆が居る場所）でピアノを楽しめるようになった（以前は別室防音室で）

上流から下流までつながって

まちに森を創るプロジェクト

脱炭素チャレンジカップ2022
文部科学大臣賞を受賞！

5棟目 2022年7月竣工

有松学童保育所（名古屋市緑区）

2023年2月現在8棟完成、9・10棟目着工予定（豊橋市と沖縄）。木造建て替え検討中1件。

木の家で過ごす子どもたちの様子

梁の上は子どもたちのお気に入り 地域の方からスイカの差し入れ

3棟目 2020年7月竣工

あおぞら学童保育クラブ（名古屋市緑区）

2棟目 2019年11月竣工

中川学童保育所（名古屋市港区）内装木装化

アジア大会を平和・友好の機会に！
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